障がい者生活支援センター活動報告　　　2008年７月～10月
　　　　　　　　　　　障がい者生活支援センターＪＨＮまある

　　まあるは電話相談が主であるが、他機関からの紹介を受けて電話・来所相談される方や必要に応じて他機関へ出向いての面談等を行うケースが増えてきている。相談内容は電話相談では「不安・気持ちの整理」が多くを占めるが、それ以外では高齢者・母子・生活保護・就労関係等、関わるケースは多岐に渡っている。障害に対する社会の認識・理解の低さが、生活のしづらさをより強めていると感じる。
＜高齢・他障害を併せ持つケース＞

地域包括支援センターやホームヘルプサービス事業所等から挙がってきた相談に関わる中で、支援者側が『どう対応していいのか？』という不安を持ったまま支援に当たっていることが多くみられた。広い意味での啓発については今後、相談支援事業の中で進めていくこととなるが、個々で抱えているケースについても私たちにできることは何か？を模索し検討している最中である。支援者側の不安の根本にある障害特性の間違った知識・イメージ等を正しい理解に転換してもらうことで良い相互作用が生まれてくるので、その部分の支援を何らかの形でやっていきたいと思う。
＜大人の発達障害者についてのケース＞

相談を受ける中で多いと感じているケースがアスペルガー障害である。
そのほとんどが的確な診断を受けられていないままで、家族や社会に理解されず、受け入れられないことで結果、いじめ・不登校・ひきこもり・人間不信等となり今に至っているケースもある。大人になるまで悩み苦しんだ後、２次障害としてうつ病や適応障害を発症して相談として挙がってきているのが現状である。
発達障害においては制度面・社会資源の乏しさのみならず支援者側の知識・理解の低さも問題であると感じている。私たちも相談を受ける中で必要に迫られ再度勉強し直し、情報収集をしているのが現状である。何もない状態の中ではあるが、彼らの生活面の大変さをきちんと理解することによって信頼関係の構築が生まれる。現在は個々に支援を行い、共に方向性を考えていっている。
発達障害の分野に関してはまだまだこれからといったところではあるが、相談支援者として見えてきた課題を発信していかなければならないと思う。
＜ホームヘルプサービスについて＞

　　前回の自立支援協議会で課題として挙げた一つに、画一化されたサービスでは事業所側の負担が大きいということがあった。それに対し、今まで対象とされていなかった共同実践が身体介護の単価で認めてもらえる可能性が１０月１６日付けで市より提示された。自立を助けるという観点から考えると、共同で行うことの意味は大きい。障害特性に応じた配慮にもつながるため非常に有難いと感じている。
